
Advanced Training 2026

日程：10月8日(木) 13:00–14:30 （μFLUX実演/自由参加）

15:00–17:30

9日(金) 09:30–16:00

会場：ライフサイエンスハブウェスト 4階

〒541-0051 大阪府大阪市中央区備後町4-1-3

10月8日(木) 17:30- (予定)

会場：同フロア コミュニケーションラウンジ

参加費：3,000円

こちらのリンクから必要事項を入力の上、
お申込みくださいませ。
右のQRコードからでもお申込みいただけます。 

お申込み方法

難溶性薬物に対する非晶質固体分散体の
設計指針―基礎理論から過飽和挙動の理
解まで―

植田 圭祐先生

千葉大学大学院 薬学研究院 助教

非晶質固体分散体の溶出性/膜透過性の
観点から考えるHPMCASｸﾞﾚｰﾄﾞの選択指
針及び評価時の留意点

二ノ方 亮 先生

信越化学工業株式会社 合成技術研究所

1日目のプログラム

2日目のプログラム

情報交換会

主催：フィジオマキナ株式会社   

〒343-0816 埼玉県越谷市弥生町1-4 越谷弥生ビル2F

TEL : 050-3536-1817  E-mail : contact@physiomckina.co.jp

＜ゲストスピーカー＞

＜ゲストスピーカー＞

μDISS/μFluxを用いた薬物の経口吸収性評価

菅野 清彦 先生

立命館大学 薬学部 薬学科 教授

創薬ステージにおける溶解性評価とμDISSの活用

山﨑 浩司 先生

アステラス製薬株式会社
物性研究所 ディベロッパビリティ研究室 主管研究員

μFLUXを用いた難水溶性薬物の用量相関性予測

大野 麻美 先生

旭化成セラピューティクス株式会社
医薬研究センター CMC研究部 担当課長

μFLUX及びPredictorを用いたFa予測の検証事例

椋本 英恵 先生

塩野義製薬株式会社 生産技術研究所
製剤担当 第8グループ 主任研究員

Pion SCISSOR: an in vitro tool to 
investigate release behavior and 
aggregation events for subcutaneous 
drug formulations

Dr. Emily Lewkowicz

Field Applications Scientist, Pion inc.

参加費

無料

＜その他プログラム＞

13:00-14:30
・μFLUX試験の実演、解析方法紹介（自由参加）

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSc97Nc-iYaMC0GAv7jrbaxaj9uSjQxmlhHnXBx4m0oc-yuKfg/viewform?usp=header
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